
申問　：問い合わせ　　：申し込み　　※コミセン＝コミュニティセンターの略 

各
種
行
政
委
員
な
ど
が
決

ま
り
ま
し
た

　
第
４
回
市
議
会
定
例
会
で
、
市

議
会
議
長
や
各
行
政
委
員
会
な
ど

の
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
新
た
に
選
任
、
任
命
さ
れ
た
委

員
の
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。（
敬

称
略
）

市
議
会
議
長

市
議
会
副
議
長

　
　
議
会
事
務
局（
内
線
４
０
３
）

教
育
委
員
会
委
員

　
　
教
育
委
員
会
総
務
課
志
４
３

―
２
１
１
２
（
内
線
３
１
１
）

監
査
委
員

　
　
監
査
委
員
事
務
局
（
内
線
３

２
０
）

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

　
　
総
務
課
（
内
線
３
０
６
）

人
権
や
同
和
問
題
の
講
演

会
を
開
催

　
人
権
問
題
の
正
し
い
理
解
と
人

権
尊
重
の
考
え
方
を
学
ぶ
「
人

権
・
同
和
問
題
講
演
会
」
を
開
催

し
ま
す
。
講
師
に
大
阪
教
育
大
学

講
師
の
土
田
光
子
氏
を
迎
え
「
私

を
創
っ
た
も
の
～
差
別
部
落
と
の

出
会
い
」
を
テ
ー
マ
に
、
互
い
に

支
え
合
い
信
じ
合
う
こ
と
の
大
切

さ
を
学
び
ま
す
。

□
と
き
　
２
月
８
日
㈯
午
後
１
時

半□
と
こ
ろ
　
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー

□
料
金
　
無
料

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す

　
　
社
会
福
祉
課（
内
線
１
３
１
）、

社
会
教
育
課
志
４
３
―
２
１
１
２

（
内
線
３
４
４
）

こ
こ
ろ
を
守
る
講
演
会
と

自
死
遺
族
の
集
い

　
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
所

長
の
丹
羽
伸
也
氏
を
講
師
に
迎
え

「
こ
こ
ろ
の
平
穏
を
ど
う
求
め
て

い
く
と
い
い
の
か
」
と
題
し
た
講

演
会
と
、
東
濃
地
区
自
死
遺
族
の

集
い
を
開
催
し
ま
す
。

□
と
き
　
２
月
９
日
㈰
午
後
１
時

半
～
４
時

□
と
こ
ろ
　
土
岐
市
保
健
セ
ン

タ
ー

□
料
金
　
無
料

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
自
死

遺
族
の
集
い
は
家
族
を
自
死
で
亡

く
し
た
方
が
対
象
で
す

　
　
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

志
０
５
８
―
２
７
３
―
１
１
１
１

（
内
線
２
２
５
２
）　

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
多
機
能

携
帯
電
話
）
や
パ
ソ
コ
ン
で
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
が
普
及
し
、
海
外
の
商
品

も
簡
単
に
購
入
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
外
国
の

商
品
の
取
り
引
き
に
は
、
い
ろ

ん
な
危
険
性
が
あ
る
た
め
、
次

の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

修
理
な
ど
の
支
援
体
制

　
例
え
ば
、
高
額
な
輸
入
商
品

を
買
う
場
合
は
、
商
品
が
故
障

し
た
場
合
の
修
理
な
ど
の
支
援

体
制
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
輸
入
商
品
の
中
に
は
、

国
内
で
の
修
理
の
保
証
を
し
て

い
な
い
商
品
も
あ
り
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
場
合
は
、
故
障
し
て

も
修
理
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

日
本
語
表
記
が
あ
っ
て
も
国
内

業
者
と
は
限
ら
な
い

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
取
り
引

き
す
る
店
の
中
に
は
、
日
本
語

表
記
が
さ
れ
て
い
る
の
で
国
内

の
業
者
だ
と
思
っ
て
い
た
ら
、

実
は
海
外
の
業
者
が
運
営
し
て

い
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
そ
う
し
た
場
合
、
商
品
の

誤
配
達
や
未
到
着
と
い
う
問
題

が
起
き
た
と
き
に
、
連
絡
し
て

も
日
本
語
が
通
じ
ず
困
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
商
品
の
交
換
や
返

金
を
請
求
し
よ
う
と
し
て
も
、

国
内
法
が
通
じ
な
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

関
税
額
を
確
認

　
海
外
の
ブ
ラ
ン
ド
品
を
格

安
で
販
売
し
て
い
る
ネ
ッ
ト

シ
ョ
ッ
プ
の
中
に
は
、
偽
物
を

扱
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

す
。
偽
ブ
ラ
ン
ド
品
は
、
税
関

で
没
収
さ
れ
、
支
払
っ
た
代
金

を
取
り
返
す
こ
と
が
で
き
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
。
輸
入
商
品

は
、
関
税
が
掛
か
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
税
額
を
確
認

せ
ず
注
文
し
た
結
果
、
商
品
価

格
よ
り
関
税
の
方
が
高
く
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
問
題
を
防
ぐ
た

め
に
は
、
購
入
手
続
き
を
す
る

前
に
取
り
引
き
の
条
件
を
よ
く

読
む
こ
と
が
大
切
で
す
。
修
理

な
ど
の
保
証
内
容
や
支
払
い
条

件
が
不
明
な
場
合
は
、
電
子

メ
ー
ル
や
電
話
な
ど
で
事
前
に

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
消
費
生
活
相
談
窓
口
志
２

６
―
２
１
３
１

   

海
外
取
引
の
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
注
意
点

第
３０
回
日
本
大
正
村
ク
ロ

ス
カ
ン
ト
リ
ー

□
と
き
　
３
月
１６
日
㈰
午
前
８
時

半
受
け
付
け
（
雨
天
決
行
）

□
と
こ
ろ
　
恵
那
南
高
等
学
校

●
１０
マ
イ
ル
（
１６
㌔
）

❶
高
校
・
一
般
男
子
❷
４０
歳
代
男

子
❸
５０
歳
以
上
男
子
❹
高
校
・
一

般
女
子
❺
４０
歳
以
上
女
子

●
６
マ
イ
ル
（
９
・
６
㌔
）

❻
高
校
・
一
般
男
子
❼
４０
歳
代
男

子
❽
５０
～
６４
歳
男
子
❾
６５
歳
以
上

男
子
�
高
校
・
一
般
女
子
�
４０
～

６４
歳
女
子
�
６５
歳
以
上
女
子

●
２
マ
イ
ル
（
３
・
２
㌔
）

�
小
学
生
男
子
�
中
学
生
男
子
�

高
校
・
一
般
男
子
�
４０
～
６４
歳
男

子
�
６５
歳
以
上
男
子
�
小
学
生
女

子
�
中
学
生
女
子
�
高
校
・
一
般

女
子
�
４０
～
６４
歳
女
子
�
６５
歳
以

上
女
子
�
ジ
ョ
ギ
ン
グ
・
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
（
１
組
５
人
ま
で
）

□
定
員
　
２
０
０
０
人
（
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
）

□
料
金
　
▽
大
人
＝
３
０
０
０
円

▽
高
校
生
以
下
＝
１
０
０
０
円
　

▽
ジ
ョ
ギ
ン
グ
・
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

＝
２
５
０
０
円
／
組

□
賞
品
　
各
部
門
６
位
ま
で
が
入

賞
、
３
位
ま
で
賞
状
と
賞
品
を
授

与
　
▽
仮
装
賞
＝
本
大
会
で
恒
例

と
な
っ
た
仮
装
賞
。受
賞
者
に
は
、

す
て
き
な
景
品
が
あ
り
ま
す
。
　

▽
完
走
賞
＝
マ
グ
カ
ッ
プ
　
▽
参

加
賞
＝
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
シ
ャ
ツ
、

タ
オ
ル
他
　
▽
そ
の
他
＝
遠
来
賞

や
最
高
齢
者
賞
も
あ
り
ま
す
。

□
申
し
込
み
方
法
　
窓
口
（
明
智

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
）
へ
申
し

込
む
か
、
ラ
ン
ネ
ッ
ト
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
（http://runnet.jp/

）

か
ら
申
し
込
む

□
締
め
切
り
　
▽
窓
口
＝
１
月
２４

日
㈮
　
▽
ラ
ン
ネ
ッ
ト
＝
２
月
２

日
㈰

　
　
　
　
日
本
大
正
村
ク
ロ
ス
カ

ン
ト
リ
ー
実
行
委
員
会
（
明
智
Ｂ

＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
内
）
志
５
４

―
２
５
２
２
（
月
曜
日
休
館
）

第
　
回
恵
那
峡
ハ
ー
フ
マ

ラ
ソ
ン

□
と
き
　
４
月
２０
日
㈰
午
前
８
時

受
け
付
け
（
雨
天
決
行
）

□
と
こ
ろ
　
恵
那
ス
ケ
ー
ト
場

●
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
２１
・
０
９
７

５
㌔
【
公
認
コ
ー
ス
】

❶
男
子
陸
連
登
記
登
録
者
❷
３０
歳

未
満
男
子
❸
３０
歳
以
上
男
子
❹
４０

歳
以
上
男
子
❺
５０
歳
以
上
男
子
❻

６０
歳
以
上
男
子
❼
女
子
陸
連
登
記

登
録
者
❽
３０
歳
未
満
女
子
❾
３０
歳

以
上
女
子
�
４０
歳
以
上
女
子
�
５０

歳
以
上
女
子
�
６０
歳
以
上
女
子

※
中
学
生
以
下
は
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ

ン
に
は
参
加
で
き
ま
せ
ん

●
３
㌔
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

�
一
般
男
子
�
一
般
女
子
�
中
学

生
男
子
�
中
学
生
女
子
�
小
学
生

男
子
（
３
年
生
以
上
）
�
小
学
生

女
子
（
３
年
生
以
上
）

●
３
㌔
ジ
ョ
ギ
ン
グ
　

�
親
子
ジ
ョ
ギ
ン
グ
（
１
組
５
人

ま
で
）
�
フ
リ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ

□
定
員
　
３
０
０
０
人
（
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
）

□
料
金
　
▽
大
人
＝
３
０
０
０
円

▽
大
学
生
、
高
校
生
＝
２
０
０
０

円
　
▽
中
学
生
以
下
＝
１
０
０
０

円
　
▽
親
子
ジ
ョ
ギ
ン
グ
＝
２
０

０
０
円
／
組
　
▽
フ
リ
ー
ジ
ョ
ギ

ン
グ
＝
１
０
０
０
円
／
人

□
表
彰
　
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
と
３

㌔
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
は
各
部
１０
位
ま

で
賞
状
と
賞
品
を
授
与
し
ま
す
。

□
申
し
込
み
方
法
　
窓
口
（
ま
き

が
ね
公
園
体
育
館
か
恵
那
ス
ケ
ー

ト
場
）へ
申
し
込
む
か
、ラ
ン
ネ
ッ

ト
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（http://r

unnet.jp/

）か
ら
申
し
込
む

□
締
め
切
り
　
▽
窓
口
＝
１
月
３１

日
㈮
　
▽
ラ
ン
ネ
ッ
ト
＝
２
月
２８

日
㈮

　
　
　
　
恵
那
峡
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ

ン
実
行
委
員
会
（
ま
き
が
ね
公
園

体
育
館
内
）
志
２
５
―
６
４
７
８

（
月
曜
日
休
館
）

　大正ロマンあふれる町並みを抜け、最高標高差１９０㍍

の里山林間コースを走る大正村クロスカントリーや、日本

陸上競技連盟公認コースもあり、春の花が咲き誇る自然の

中を走る恵那峡ハーフマラソンに挑戦しませんか。

市内２大マラソンの参加者を募集

１３

案
　
　
内

紹
　
　
介

▲大正村を元気に駆け抜ける

柘植羌
あきお

（中野方町）
堀光

みつ

明
あき

（串原）

井口道
みち

雄
お

（大井町）
林忠

ただ

義
よし

（笠置町）
鈴木峰

みね

夫
お

（上矢作町）

▲日本陸連公認コースに多くの選手が参加

▲ハナッキー＆サリーナ

申
・
問

申
・
問

問

問問問

問問

問

13 122014.1.15 広報えな

学
び

子
育
て

く
ら
し

相
談
・
ご
み

健
康

税
の
申
告

交
通
計
画

ス
ポ
ー

ツ

高
齢
者

医
療

マ
ラ
ソ
ン



申問　：問い合わせ　　：申し込み　　※コミセン＝コミュニティセンターの略 

地
域
の
元
気
発
信
事
業

　
地
域
の
元
気
発
信
事
業
は
、
施

設
整
備
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
創
意

と
工
夫
に
あ
ふ
れ
た
ま
ち
づ
く
り

活
動
に
助
成
し
ま
す
。

□
対
象
団
体
　
市
内
を
拠
点
に
活

動
し
継
続
的
な
活
動
が
期
待
で
き

る
５
人
以
上
の
団
体
。
宗
教
や
政

治
に
関
す
る
活
動
、
公
序
良
俗
に

反
す
る
活
動
を
行
う
団
体
は
対
象

外
で
す
。

□
対
象
事
業
　
▽
ハ
ー
ド
事
業
＝

地
域
の
活
性
化
や
活
動
の
拠
点
、

交
流
促
進
拠
点
な
ど
の
施
設
整

備
、
歴
史
や
文
化
の
伝
承
、
自
然

や
景
観
の
保
全
事
業
の
拠
点
施
設

整
備
　
▽
ソ
フ
ト
事
業
＝
交
流
人

口
拡
大
に
つ
な
が
る
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
、
地
域
の
観
光
な
ど
の
情
報

発
信
、
市
外
と
の
地
域
間
交
流
、

地
域
資
源
を
生
か
し
た
特
産
品
や

ブ
ラ
ン
ド
の
開
発
、
に
ぎ
わ
い
の

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め

の
事
業
、
前
記
の
事
業
を
進
め
る

た
め
の
調
査
研
究
な
ど
　
▽
総
合

事
業
＝
ハ
ー
ド
事
業
と
ソ
フ
ト
事

業
を
組
み
合
わ
せ
た
事
業

□
助
成
　
１
０
０
万
円
以
上
１
０

０
０
万
円
以
内（
助
成
率
は
、ハ
ー

ド
事
業
が
対
象
経
費
の
１
０
０
分

の
８０
以
内
、
ソ
フ
ト
事
業
は
対
象

経
費
の
１
０
０
分
の
９５
以
内
）

□
交
付
額
　
審
査
委
員
会
に
よ
る

書
類
審
査
と
申
請
者
の
内
容
発
表

の
審
査
で
決
定
し
ま
す
。

□
助
成
の
条
件
　
▽
共
通
＝
国
県

市
か
ら
他
の
補
助
金
な
ど
を
重
複

し
て
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
特
定
の
団
体
や
個
人
の
収
益

を
目
的
と
し
な
い
こ
と
　
▽
ハ
ー

ド
事
業
＝
施
設
整
備
後
、
目
的
を

変
え
ず
に
５
年
以
上
使
用
す
る
こ

と
。
対
象
施
設
で
は
、
宗
教
活
動

や
政
治
活
動
を
行
わ
な
い
こ
と
　

▽
ソ
フ
ト
事
業
＝
行
政
と
の
協
働

事
業
で
実
施
す
る
こ
と
。
同
一
事

業
へ
の
助
成
は
３
回
が
限
度

□
申
し
込
み
方
法
　
ま
ち
づ
く
り

推
進
課
や
各
振
興
事
務
所
に
あ
る

申
請
書
を
記
入
の
上
、
申
し
込
む

□
締
め
切
り
　
４
月
１８
日
㈮ 

　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

（
内
線
６
３
６
）

ま
ち
づ
く
り
市
民
活
動

推
進
助
成
事
業
　

　
市
民
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
支

援
す
る
た
め
、
市
が
経
費
の
全
額

か
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　
活
動
計
画
の
立
て
方
や
書
類
の

記
入
な
ど
は
、
ま
ち
づ
く
り
市
民

協
会
で
、事
前
に
相
談
で
き
ま
す
。

□
対
象

　
次
の
五
つ
を
全
て
満
た

す
団
体
。❶
市
内
の
活
動
団
体（
代

表
者
が
市
内
に
在
住
か
在
勤
、
在

学
し
て
い
る
団
体
）
❷
ま
ち
づ
く

り
活
動
に
情
熱
が
あ
る
団
体
❸
事

業
計
画
が
具
体
的
な
団
体
❹
５
人

以
上
の
団
体
（
未
成
年
者
の
み
の

団
体
は
成
人
の
責
任
者
が
必
要
）

❺
ま
ち
づ
く
り
活
動
部
門
は
、
３

分
の
１
の
自
己
資
金
を
確
保
で
き

る
団
体

□
助
成
内
容
　
▽
フ
ァ
ー
ス
ト
ス

テ
ッ
プ
部
門
＝
新
た
な
活
動
に
挑

戦
す
る
事
業
に
１
年
間
だ
け
、
ま

ち
づ
く
り
活
動
の
事
業
費
の
全

額
（
上
限
５
万
円
）
を
助
成
　
▽

ま
ち
づ
く
り
活
動
部
門
＝
ま
ち
づ

く
り
活
動
の
事
業
費
の
３
分
の
２

（
上
限
５０
万
円
）
を
３
年
間
ま
で

助
成
▽
市
民
提
案
型
協
働
部
門
＝

市
と
一
緒
に
行
う
こ
と
で
、
よ
り

効
果
が
見
込
ま
れ
る
事
業
の
事
業

費
の
全
額
を
助
成（
上
限
３０
万
円
）

□
受
付
期
間
　
２
月
１
日
㈯
～
３

月
３１
日
㈪

□
注
意
事
項
　
全
部
門
を
通
じ
て

１
団
体
に
１
件
の
み
受
け
付
け
ま

す
。
市
や
他
の
団
体
か
ら
補
助
金

な
ど
を
重
複
し
て
受
け
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
審
査
員
な
ど
審
査

に
関
わ
る
方
が
所
属
す
る
団
体

や
、
企
画
内
容
が
政
治
や
宗
教
、

営
利
を
目
的
と
す
る
活
動
は
対
象

外
で
す
。

事
前
相
談

　
ま
ち
づ
く
り
市
民
協
会
で
は
、

申
請
内
容
の
相
談
や
応
募
用
紙
の

記
入
な
ど
を
手
伝
い
ま
す
。
ま
ず

は
事
前
相
談
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

□
と
こ
ろ
　
ま
ち
づ
く
り
市
民
協

会
（
中
コ
ミ
セ
ン
内
）

　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り
市
民
協
会

志
２
０
―
０
６
５
７
、
ま
ち
づ
く

り
推
進
課
（
内
６
３
６
）

油
の
流
出
事
故
に
注
意

　
灯
油
の
使
用
量
が
増
え
る
季
節

に
な
り
ま
し
た
。
給
油
時
に
そ
の

場
を
離
れ
た
り
、
タ
ン
ク
の
バ
ル

ブ
を
閉
め
忘
れ
た
り
す
る
と
油
の

流
出
事
故
が
発
生
す
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

　
油
の
流
出
事
故
が
起
こ
れ
ば
、

河
川
や
地
下
水
の
汚
染
を
引
き
起

こ
す
だ
け
で
な
く
、
上
水
道
な
ど

の
取
水
停
止
や
臭
い
に
よ
る
生
活

環
境
の
悪
化
、
魚
が
死
ぬ
な
ど
、

重
大
な
被
害
を
も
た
ら
す
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
万
が
一
、
事
故
が
起

こ
っ
た
場
合
、
事
故
対
応
の
費
用

合
は
、
直
ち
に
環
境
課
か
消
防
署

へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
環
境
課
（
内
線
１
８
３
）

交
通
遺
児
激
励
金
を
支
給

 

　
県
で
は
、
毎
年
５
月
５
日
の

「
こ
ど
も
の
日
」
に
合
わ
せ
、
交

通
遺
児
の
方
に
激
励
金
を
贈
っ
て

い
ま
す
。

□
対
象
　
次
の
全
て
に
該
当
す
る

方
。
❶
５
月
５
日
現
在
、
県
内
に

居
住
し
て
い
る
方
❷
交
通
事
故

で
、
そ
れ
ま
で
生
計
を
共
に
し
て

い
た
父
か
母（
そ
れ
に
代
わ
る
方
）

を
亡
く
し
た
方
❸
義
務
教
育
終
了

ま
で
の
方
か
、
高
等
学
校
在
学
中

（
高
等
専
門
学
校
３
年
修
了
ま
で

の
方
、
特
別
支
援
学
校
の
高
等
部

在
学
中
の
方
を
含
む
）
で
満
２０
歳

未
満
の
方

□
激
励
金
　
▽
乳
幼
児
・
小
学
生

＝
１
万
５
０
０
０
円
　
▽
中
学
生

＝
２
万
円
　
▽
高
校
生
な
ど
＝
２

万
５
０
０
０
円

※
交
通
遺
児
と
な
っ
た
後
、
養
子

縁
組
し
た
方
、
父
や
母
が
再
婚
し

生
計
を
共
に
す
る
こ
と
と
な
っ
た

方
は
対
象
外
で
す
。
申
請
時
か
ら

高
等
学
校
な
ど
に
就
学
中
（
２０
歳

未
満
）
ま
で
支
給
し
ま
す

□
締
め
切
り
　
２
月
２８
日
㈮

　
　
　
　
防
災
情
報
課
（
内
線
３

１
６
）

は
原
因
者
の
負
担
で
す
。

　
給
油
中
に
そ
の
場
を
離
れ
な
い

こ
と
や
、
タ
ン
ク
や
配
管
な
ど
か

ら
漏
れ
て
い
な
い
か
点
検
す
る
こ

と
、
油
が
水
路
や
側
溝
に
流
出
し

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
な
ど
、
予

防
が
必
要
で
す
。

　
油
を
流
出
さ
せ
て
し
ま
っ
た
場

　県住宅供給公社では、宅地の分譲を行っ
ています。団地には、ＮＰＯ法人の高齢者
住宅も開所し、子どもから高齢者まで安心
して暮らせる環境が整っています。
□ところ　サニーハイツ花の木地内（武並
町藤）
□分譲区画数　３４区画（全体は１１６区画）
□区画面積　２２１平方㍍～３２４平方㍍
□分譲価格　４０４万円～６０７万円
※詳細は住宅供給公社のウェブサイト（htt
p://juko.gifu-djr.or.jp/）で確認してくだ
さい
　　　　  県住宅供給公社管理第一課志０５８
４-８１-８５０２

固定資産税の減免制度

　災害で被災するなど、特別な事情がある場合は、来年度の固定資
産税を減免することができます。
□対象　次のいずれかに該当する場合。 ▼災害などで一定の損害を
受けた固定資産。 ▼生活保護を受けている方が所有する固定資産。

▼公民館や集会所など公益のために使う固定資産（有料で使用する
ものは除く）。 ▼障がい者世帯や未成年者世帯、寡婦（夫）世帯、６５
歳以上の方のみで構成する世帯が、自己の居住用に所有する固定資
産で、次の四つ全て該当する場合。❶減免を受けようとする本人名
義の土地や家屋❷世帯全員の前年所得がそれぞれ３８万円（基礎控
除額）以下❸減免を受けようとする本人が税法上の扶養になってい
ない❹所有する家屋の所在地に住民登録があり実際に住んでいる
□減免対象額　申請日以降の納期に係る納付金額
□申し込み方法　申請書と添付書類を税務課に提出する
□締め切り　納期限の７日前
※本年度減免対象の方には申請書を送付します　　　
　　　　税務課（内線５１１）

サニーハイツ花の木の宅地を分譲

第
１４
回
定
年
塾
　
　
　
　

み
そ
造
り
を
学
ぶ

　
今
回
は
、
午
前
中
に
家
庭
で
で

き
る
み
そ
の
造
り
方
を
学
び
、
午

後
は
健
康
体
操
で
楽
し
く
頭
と
体

を
動
か
し
ま
す
。

□
と
き
　
２
月
１７
日
㈪
午
前
１０
時

～
午
後
３
時

□
と
こ
ろ
　
ア
グ
リ
パ
ー
ク
恵
那

□
定
員
　
２５
人
（
先
着
順
）

□
料
金
　
１
５
０
０
円（
昼
食
代
、

み
そ
２
㌔
の
代
金
を
含
む
）

　
　
　
　
定
年
塾
え
な
（
ま
ち
づ

く
り
推
進
課
内
）（
内
線
６
３
８
）

　市では、市民団体やＮＰＯ法人などのまちづくり活動を支
援するため「地域の元気発信事業（ハード事業・ソフト事業）」
と「まちづくり市民活動推進助成事業」で助成します。

▲河川に流出した油をオイル
マットで吸い取る

▲みそ造りに挑戦

▲申請者による事業内容の発表

申・問

問申・

まちづくり活動に助成します

問申
・
問

申
・
問

申
・
問

申
・
問

15 142014.1.15 広報えな

学
び

子
育
て

く
ら
し

相
談
・
ご
み

健
康

税
の
申
告

交
通
計
画

ス
ポ
ー

ツ

高
齢
者

医
療

マ
ラ
ソ
ン



申問　：問い合わせ　　：申し込み　　※コミセン＝コミュニティセンターの略 

恵
那
み
そ
寒
仕
込
み
講
座

の
受
講
生

　
恵
那
み
そ
を
昔
な
が
ら
の
伝
統

の
方
法
で
製
造
、
販
売
し
て
い
る

「
む
つ
み
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」

の
メ
ン
バ
ー
が
指
導
す
る
恵
那
み

そ
寒
仕
込
み
講
座
の
受
講
生
を
募

集
し
ま
す
。
２
月
に
仕
込
み
、
１２

月
に
蔵
出
し
作
業
を
行
い
ま
す
。

□
と
き
　
２
月
１２
日
㈬
午
後
１
時

半□
と
こ
ろ
　
む
つ
み
マ
ニ
ュ
フ
ァ

ク
ト
リ
ー
（
武
並
町
）

□
定
員
　
２０
人
（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
）

□
料
金
　
５
０
０
０
円
（
み
そ
５

㌔
の
代
金
を
含
む
）

□
締
め
切
り
　
２
月
１１
日
㈫
　

　
　
　
　
ア
グ
リ
パ
ー
ク
恵
那
総

合
管
理
セ
ン
タ
ー
志
２
５
―
８
０

０
８
（
火
～
金
曜
日
午
前
９
時
～

午
後
５
時
）

来
年
度
の
市
政
モ
ニ
タ
ー

□
活
動
内
容
　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

や
モ
ニ
タ
ー
会
議
な
ど

□
対
象
　
市
内
に
住
む
２０
歳
以
上

の
方
（
公
職
に
あ
る
方
は
除
く
）

□
定
員
　
１５
人
以
内

□
任
期
　
４
月
１
日
～
平
成
２７
年

３
月
３１
日

□
申
し
込
み
方
法
　
は
が
き
か
電

子
メ
ー
ル
で
「
市
政
モ
ニ
タ
ー
応

募
」
と
し
、
❶
住
所
❷
氏
名
❸
生

年
月
日
❹
性
別
❺
職
業
❻
電
話
番

号
―
を
記
入
の
上
、
申
し
込
む

□
締
め
切
り
　
２
月
２１
日
㈮

□
そ
の
他
　
謝
礼
と
し
て
記
念
品

を
差
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
〒
５
０
９
―
７
２
９
２

（
住
所
不
要
）
企
画
課
（
内
線

３
１
４
）、
糸info@

city.ena.
lg.jp自

衛
官
の
幹
部
候
補
生

　
平
成
２７
年
４
月
採
用
の
自
衛
隊

幹
部
候
補
生
を
募
集
し
ま
す
。

□
種
目
　
❶
幹
部
候
補
生
（
大
卒

程
度
）
❷
幹
部
候
補
生
（
院
卒
者
）

□
対
象
　
２２
歳
以
上
２６
歳
未
満
の

方
、
修
士
課
程
修
了
者
（
修
了
見

込
み
者
）
は
２０
歳
以
上
２８
歳
未
満

の
方

□
受
付
期
間
　
２
月
１
日
㈯
～
４

月
２５
日
㈮

□
試
験
　
▽
と
き
＝
５
月
１０
日

㈯
、
１１
日
㈰
　
▽
と
こ
ろ
＝
航
空

自
衛
隊
岐
阜
基
地
（
各
務
原
市
）

※
１１
日
は
飛
行
要
員
（
パ
イ
ロ
ッ

ト
）
希
望
者
の
み
。
年
齢
は
平
成

２７
年
４
月
１
日
現
在

　
　
　
　
自
衛
隊
恵
那
地
域
事
務

所
志
２
６
―
４
３
１
０

消
防
庁
長
官
表
彰

□
永
年
勤
続
功
労
章
　
三
宅
一

彰
、
成
瀬
正
宏
、
佐
藤
信
之
、
鶴

見
敬
太
郎
（
本
部
）

□
退
職
消
防
団
員
第
１
号
報
償
　

安
藤
康
博
（
串
原
）

□
退
職
消
防
団
員
第
２
号
報
償
　

橋
本
孝
純
、
三
宅
英
機
、
林
幸
徳

（
大
井
）
大
木
靖
央
（
長
島
）
伊

藤
誠
、水
野
智
文
、小
坂
文
人
（
東

野
）
土
屋
敏
昭
（
三
郷
）
鈴
村
哲

也
（
笠
置
）
柘
植
清
仁
（
中
野
方
）

長
谷
部
昭
人
、
柘
植
正
昭
、
纐
纈

幸
良
（
飯
地
）
伊
藤
吉
三
、
丸
山

路
史
、
小
木
曽
亙
、
杉
浦
雅
啓
、

川
辺
宏
志
（
岩
村
）
勝
義
治
、
杉

山
昭
夫
、
西
尾
和
孝
、
安
部
尚
紀
、

西
尾
元
宏
、
勝
英
雄
、
桜
井
友
紀
、

後
藤
貴
之
、
伊
藤
孝
直
、
丸
山
幸

泰（
山
岡
）足
立
武
士
、松
原
篤
史
、

佐
々
木
圭
一
、
国
本
孝
幸
、
佐
藤

武
彦
、
原
敬
之
（
明
智
）
安
藤
誉

文
（
串
原
）
今
井
孝
幸
（
上
矢
作
）

安
藤
教
富
（
音
楽
隊
）

県
知
事
表
彰

□
退
職
消
防
団
員
報
償
　
柘
植
洋

平
（
長
島
）
五
月
女
和
広
（
東
野
）

市
川
義
仁（
武
並
）酒
井
直
貴（
笠

置
）
鈴
村
和
久
、
井
戸
裕
智
、
鷲

見
輝
樹
（
中
野
方
）
鈴
木
康
幸
、

小
木
曽
了
介
、
春
日
井
寛
明
、
山

本
哲
也
（
岩
村
）
伊
藤
直
行
、
西

尾
孝
文
、
勝
幸
延
（
山
岡
）
山
田

孝
幸
（
明
智
）
安
藤
善
久
（
串
原
）

小
木
曽
好
彦
、
後
藤
稔
昌
（
上
矢

作
）

□
永
年
勤
続
功
労
章
　
足
立
健

二
、
度
会
武
司
（
本
部
）
纐
纈
好

朗
（
長
島
）
曽
我
文
弘
（
飯
地
）

酒
井
基
之（
明
智
）夏
目
正
和（
上

矢
作
）
後
藤
克
美
、鵜
飼
孝
志
（
音

楽
隊
）

□
勤
続
功
労
章
　
大
脇
忠
久
、
三

浦
和
彦
（
本
部
）
可
知
信
幸
、
砂

場
嘉
仁
（
大
井
）
丹
羽
善
博
（
武

並
）
池
戸
昭
夫
（
中
野
方
）
曽
我

文
弘
、
佐
藤
昌
宏
（
飯
地
）
酒
井

基
之
、
鈴
木
則
彦
（
明
智
）
大
島

光
洋
（
串
原
）

□
功
労
章
　
鈴
木
悟
、
林
勇
、
鈴

木
邦
幸
、
堀
田
稔
勝
（
大
井
）
鈴

木
孝
司
、
井
出
成
之
、
安
田
光
宏
、

熊
崎
浩
明
（
長
島
）
梶
田
博
己
、

藤
川
大
虎
（
東
野
）
堀
川
和
宏
、

佐
田
好
宏
、
熊
崎
由
貴
、
渡
邉
勝

久
、
安
藤
潤
也
、
渡
辺
和
也
、
丸

山
芳
久
、
石
田
英
正
、
度
曾
清
純
、

遠
山
智
久
、
渡
邉
貴
夫
、
丸
山
浩

司
（
三
郷
）
土
屋
好
男
、
山
田
英

正
、
安
田
真
司
、
遠
山
健
造
（
武

並
）
鈴
村
直
哉
、林
公
明
（
笠
置
）

各
務
和
雄
（
中
野
方
）
曽
我
文
弘
、

佐
藤
昌
宏
、
纐
纈
信
吾
、
柘
植
光

洋
（
飯
地
）
佐
々
木
啓
二
、
西
久

保
秀
樹
、
鈴
木
聡
（
岩
村
）
伊
藤

剛
生
、
佐
々
木
雅
浩
、
西
尾
英
明
、

工
藤
素
継
、
岡
庭
寿
則
（
山
岡
）

山
田
昭
文
、
酒
井
基
之
、
安
藤
智

範
、
鈴
木
則
彦
、
纐
纈
千
尋
、
成

瀬
邦
彦
、伊
藤
修
、阿
部
克
則
（
明

智
）
堀
恵
正
、
堀
秀
樹
、
後
藤
優

（
串
原
）小
木
曽
直
樹
、夏
目
正
和
、

塚
田
正
明
（
上
矢
作
）
町
野
正
子
、

阿
知
波
志
保
子
、
安
藤
佳
子
、
曽

我
真
奈
美
、
三
宅
清
美
（
女
性
消

　
１
月
５
日
、
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
平
成
２６
年
市
消

防
出
初
式
の
式
典
で
、
地
域
の
防
災
に
活
躍
し
た
消
防
功
労
者
と
し

て
、
３
６
７
人
１０
家
族
１４
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
被
表
彰
者
の
皆
さ
ん
は
次
の
通
り
で
す
。（
分
団
別
・
敬
称
略
）

　
　
消
防
課
志
２
６
―
０
１
１
９
（
内
線
２
５
０
）

消
防
出
初
式
で
功
労
者
を
表
彰

３
９
１
の
個
人
と
団
体

防
隊
）

□
消
防
団
員
優
秀
家
族
賞
　
前
田

悟
志
・
雅
美
（
武
並
）
池
戸
昭
夫
・

薫
、
鈴
村
和
敏
・
雅
子
、
鈴
村
邦

典
・
久
美
、
鈴
村
彰
宏
・
美
絵
（
中

野
方
）
保
母
伸
治
・
美
奈
（
飯
地
）

佐
伯
賢
二
・
真
美
子
、
宮
地
祐
司
・

早
苗
、
近
藤
明
浩
・
美
奈
、
河
田

文
仁
・
小
都
美
（
岩
村
）

□
感
謝
状
　
く
る
ま
の
河
田

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

□
功
績
章
　
三
宅
一
彰
（
本
部
）

□
精
績
章
　
稲
垣
利
彦
、
西
尾
久

人
、
度
会
武
司
（
本
部
）

□
消
防
団
協
力
者
表
彰
　
明
知
ガ

イ
シ
株
式
会
社
　

県
消
防
協
会
長
表
彰

□
功
績
章
　
福
澤
浩
司
、
中
田
和

昌
、可
知
伸
康（
大
井
）磯
村
年
始
、

安
田
行
男
、
中
山
正
和
、
藤
井
義

広
（
長
島
）
水
野
辰
生
、
伊
藤
通

朗
、小
木
曽
貴
広（
東
野
）安
江
桂
、

柘
植
清
成
、
石
田
友
和
、
丸
山
英

明
（
三
郷
）
山
田
英
明
、
小
田
守

久
、古
山
孝
行
、永
冶
隆
久（
笠
置
）

柘
植
康
晴
、
池
戸
陽
介
、
鈴
村
和

敏
、
柘
植
康
就
、
横
家
北
斗
、
鷲

見
雅
司
、
鈴
村
誠
二
、
鈴
村
京
司
、

安
江
将
年
（
中
野
方
）
纐
纈
正
徳
、

保
母
伸
治
、
纐
纈
高
裕
（
飯
地
）、

三
浦
邦
敏
、
三
宅
智
久
、
成
瀬
憲

児
、
高
山
治
久
（
岩
村
）
小
木
曽

幸
広
、
板
垣
峰
司
、
西
尾
綱
由
、

石
山
卓
巳
、
大
矢
智
明
（
山
岡
）

寺
澤
直
樹
、
佐
々
木
規
文
、
寺
澤

真
一
、
堀
卓
也
、
鈴
木
宏
行
、
堀

保
孝
、
堀
康
仁
、
保
母
明
弘
、
桜

井
英
貴
、
薮
崎
貴
博
、
松
原
英
伸
、

堀
敦
、
鈴
木
希
、
伊
藤
龍
太
、
西

尾
誠
（
明
智
）
堀
井
哲
也
、
平
林

昭
弘
（
串
原
）
土
屋
清
一
、
川
上

真
太
郎
、
荒
田
聡
（
上
矢
作
）

□
２０
年
勤
労
章
　
足
立
健
二
、
度

会
武
司
（
本
部
）
古
屋
広
実
（
大

井
）纐
纈
好
朗
、熊
崎
浩
明（
長
島
）

曽
我
文
弘（
飯
地
）岡
庭
寿
則（
山

岡
）
阿
部
克
則
、
堀
卓
也
、
伊
藤

淳
介
（
明
智
）
塚
田
正
明
、
永
井

克
明
、
小
木
曽
崇
（
上
矢
作
）
後

藤
克
美
（
音
楽
隊
）

□
１５
年
勤
労
章
　
大
脇
忠
久
、
三

浦
和
彦
（
本
部
）
可
知
信
幸
、
伊

藤
陽
太
（
大
井
）
近
藤
和
也
、
西

尾
浩
亨
（
長
島
）
藤
川
大
虎
（
東

野
）
遠
山
智
久
（
三
郷
）
丹
羽
善

博
、
土
屋
好
男
、
荻
山
啓
明
（
武

並
）
林
広
和
、市
川
文
祥
（
笠
置
）

池
戸
昭
夫
（
中
野
方
）
梅
田
慎
一
、

大
原
公
夫
、
宮
地
祐
司
、
桜
井
忍
、

塚
田
茂
（
岩
村
）
板
垣
峰
司
、
根

崎
尊
明
、
長
谷
川
一
行
（
山
岡
）

安
藤
元
樹
、
鈴
木
寛
明
、
吉
田
信

彦
、
伊
藤
輝
彦
（
明
智
）
堀
井
哲

也
、
成
瀬
英
希
（
串
原
）
太
田
和

樹
、
川
上
翔
、
安
藤
由
樹
、
夏
目

洋
一
（
上
矢
作
）

カップリングパーティーの参加者を募集

新しい出会いを見つけませんか

　第２６回ふれあいカップリングパーティーの
参加者を募集しています。
　パーティーでは、ビュッフェ方式で食事をし
ながら交流します。新たな出会いの一歩を踏み
出しませんか。
□とき　３月９日㈰午前１１時～午後３時
□ところ　聖ラファエル教会　
□対象　独身の男女。年齢と婚暦は問いません。

（男性は市内在住者で、登録が必要です）
□定員　男女各２０人（応募者が多数の場合は
抽選とします）
□料金　 ▽男性＝５，０００円　 ▽女性＝３，０００円
□申し込み方法　市役所や各振興事務所に備え

付けの申込書に❶住所❷氏名❸性別❹年齢❺電
話番号❻職業❼趣味―を記入の上、持参するか
郵送、ファクス、電子メールで申し込む
□締め切り　２月１７日㈪
※当日か前日にキャンセルする場合は、料金全
額の支払いが発生します。申込書は、市のウェ
ブサイト（http://www.city.ena.lg.jp/）から
も取得できます
　　　　〒５０９-７２９２（住所不要）ふるさと活力
推進室（内線３８２）、思２５-６１５０、死 enaguras
hi@city.ena.lg.jp　
　　恵那ことぶき結婚相談所運営協議会（林）
志０８０-２６１８-５５０６

放
送
大
学
の
４
月
生

　
放
送
大
学
で
は
、
４
月
入
学
の

学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し

い
資
料
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
気

軽
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
な
ど
の

放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
て
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学

で
す
。
心
理
学
や
福
祉
、
経
済
、

歴
史
、
文
学
、
自
然
科
学
な
ど
、

幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

　「
働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を

卒
業
し
た
い
」「
学
び
を
楽
し
み

た
い
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的

で
、
幅
広
い
世
代
の
方
が
学
ん
で

い
ま
す
。

□
締
め
切
り
　
２
月
２８
日
㈮

※
資
料
は
無
料
で
配
布
し
て
い
ま

す
。
放
送
大
学
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（http://w
w

w
.ouj.ac.jp/

）

で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す

大
学
説
明
会

□
と
き
　
１
月
１８
日
㈯
、１９
日
㈰
、

２
月
１５
日
㈯
午
前
１０
時
半
、
２
月

１６
日
㈰
、
２２
日
㈯
、
２３
日
㈰
午
後

１
時
半

□
と
こ
ろ
　
岐
阜
学
習
セ
ン
タ
ー

（
ふ
れ
あ
い
福
寿
会
館
内
・
岐
阜

市
）

　
　
　
　
放
送
大
学
岐
阜
学
習
セ

ン
タ
ー
志
０
５
８
―
２
７
３
―
９

６
１
４

募
　
　
集

問申・

問

問
申
・
問

申
・
問

申
・
問

申
・
問

17 162014.1.15 広報えな

学
び

子
育
て

く
ら
し

相
談
・
ご
み

健
康

税
の
申
告

交
通
計
画

ス
ポ
ー

ツ

高
齢
者

医
療

マ
ラ
ソ
ン



申問　：問い合わせ　　：申し込み　　※コミセン＝コミュニティセンターの略 

寮
時
に
返
還
）　
▽
寮
費
＝
５
万

８
３
０
０
円
／
月
　

□
寮
の
所
在
地
　
東
京
都
八
王
子

市
子
安
町
２
―
５
―
８

□
選
考
　
書
類
選
考
と
面
接

□
面
接
　
▽
じ
ゅ
う
ろ
く
プ
ラ
ザ

研
修
室
２
（
岐
阜
市
）
＝
３
月
１

日
㈯
、
３
日
㈪
午
前
１０
時
半
～
午

後
４
時
　
▽
学
生
会
館
（
八
王
子

市
）＝
３
月
８
日
、１５
日
、２２
日（
土

曜
日
）
午
前
１０
時
半
～
午
後
２
時

□
申
し
込
み
方
法
　
面
接
希
望
日

を
記
入
の
上
、
❶
入
寮
願
書
❷
身

上
調
書
❸
作
文
❹
写
真
―
を
郵
送

か
持
参
す
る
。

　
　
　
　
〒
１
９
２
―
０
９
０
４

東
京
都
八
王
子
市
子
安
町
２
―
５

―
８
公
益
財
団
法
人
濃
飛
会
岐
阜

県
学
生
会
館
志
０
４
２
―
６
４
６

―
６
５
６
１

　シアター恵那２月の開催情報

　　　　　　　  　http://www.kasamatsu-keiba.com/

□如月シリーズ　１０日㈪～１４日㈮
□オッズパークグランプリシリーズ　２４日㈪～
２８日㈮
　　シアター恵那志２５-７７６７（開門午前１０時）
※名古屋競馬の全レース、金沢競馬など全国の地方
競馬のレースも発売。大井競馬や川崎競馬、門別競
馬などナイター発売する日もあります

　
大
井
町
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

の
歴
史
文
化
部
会
で
は
、
講
師

に
市
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

の
宮
崎
光
雄
さ
ん
を
迎
え
「
幕

末
の
岩
村
藩
」
を
語
る
歴
史
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。

□
と
き
　
１
月
２７
日
㈪
午
後
１

時
半

□
と
こ
ろ
　
明
治
天
皇
行あ

ん

在ざ
い

所し
ょ

（
大
井
町
）

□
料
金
　
無
料

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す

　
　
大
井
町
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
志
２
５
―
８
２
２
０

　
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
に
、
手

作
り
の
生
チ
ョ
コ
は
い
か
が
で

す
か
。

□
と
き
　
２
月
１１
日
㈫
午
前
１０

時
～
正
午

□
と
こ
ろ
　
恵
那
文
化
セ
ン
タ

ー□
対
象
　
小
学
生
以
上
（
小
学

３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

□
定
員
　
２０
人
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
）

□
料
金
　
▽
会
員
＝
５
０
０
円

▽
非
会
員
＝
１
０
０
０
円

□
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
、
持
ち
帰
り
用
の
容
器

　
　
　
　
え
な
イ
ー
ス
ト
総
合

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
志
２
５
―
０

０
６
８
（
平
日
午
前
１０
時
～
午

後
３
時
）

　
市
内
で
活
動
す
る
絵
画
教
室

「
遊
画
会
」
の
作
品
展
を
、
大

井
町
の
レ
ス
ト
ラ
ン「
エ
イ
ト
」

で
開
催
し
て
い
ま
す
。

□
期
間
　
２
月
２８
日
㈮
ま
で

□
内
容
　
風
景
や
人
物
、
静
物

な
ど
の
水
彩
画
や
油
彩
画
　

　
　
遊
画
会
（
長
谷
川
）
志
４

３
―
２
０
０
９

み
ん
な
の
掲
示
板

市の人口（１月１日現在）
総数５３，６３５人（－３１）
  男  ２５，９４３人（－１２）
  女  ２７，６９２人（－１９）
世帯１９，４７０世帯（＋４）

（　）内は前月との比較
市内の火災（１２月）
建物０件（８件）
その他１件（２８件）

（　）内は１月からの累計

市内の交通事故（１２月）
人身事故２４件（１５６件）
物損事故１４８件（１，５５７件）
負傷者２８人（２０７人）
死者　０人（２人）

（　）内は１月からの累計
救急車出動回数（１２月）
２０８回（２，１９３回）

（　）内は１月からの累計

学
生
会
館
の
入
寮
者

　
公
益
財
団
法
人
濃
飛
会
岐
阜
県

学
生
会
館
で
は
、
次
の
通
り
入
寮

者
を
募
集
し
ま
す
。
詳
し
い
資
料

を
送
付
し
ま
す
の
で
、
気
軽
に
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
　

□
対
象
　
心
身
共
に
健
康
で
団
体

生
活
に
適
応
性
が
あ
り
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
。
❶
県
内

出
身
者
で
東
京
近
郊
の
４
年
制
か

６
年
制
の
大
学
に
入
学
を
予
定
し

て
い
る
方
、
大
学
２
年
生
以
上
の

在
校
生
❷
県
内
出
身
者
で
東
京
近

郊
の
大
学
院
に
入
学
が
決
定
し
た

方
（
決
定
前
で
も
応
募
は
で
き
ま

す
）

□
定
員
　
男
子
１８
人
、
女
子
１０
人

□
入
寮
時
の
料
金
　
▽
入
寮
金
＝

１５
万
円
　
▽
敷
金
＝
７
万
円
（
退

市営住宅の入居者を募集

□対象　住宅に困っていて、市税を滞納してい
ない方　 ▽市営住宅＝市内在住か在勤の方で同
居親族と入居できる方。所得制限があります。

▽ 特定公共賃貸住宅＝同居親族と入居できる
方。所得制限があります。　 ▽一般住宅＝同居
親族と入居できる方　 ▽ 若者住宅＝４０歳以下
の方で同居親族と入居できる方
□入居可能日　３月中旬
□申し込み方法　都市整備課か恵那南部地域の
振興事務所に備え付けの申込書に記入の上、必

要書類を添えて申し込む
□受付期間　２月３日㈪～１４日㈮
□決定方法　応募多数の場合は、抽選か選考を
行います。
□抽選会　▽鏡山住宅＝２月２６日㈬午後６時
半・市消防防災センター　▽間洞、滝坂、松林、
ささゆり、平岩若者住宅＝２月２５日㈫午後６
時半・岩村振興事務所
※大洞と梶ヶ平住宅は選考です
　　　　都市整備課（内線２３７）

※入居可能日から３カ月以内に結婚し住宅に同居する方は、同居親族の資格があります。６０歳以上か昭
和３１年４月１日以前に生まれた方・障がい者の方などの条例に定める単身での申込資格を満たしている
方のみ、市営住宅へ単身で申し込みができます。ただし３ＤＫ以上は単身での申し込みはできません。
鏡山住宅と滝坂ハイツは家賃以外に共益費と駐車場使用料が必要です。間洞と松林、ささゆり住宅は、
家賃以外に浄化槽維持費が必要です。この募集で申し込みのなかった住宅は、申込期間を延長し先着順
とします。その際は都市整備課で受け付けます。募集する戸数は増える場合があります

種類 住宅名 所在地 構造 間取り 戸数 家賃

市営

大洞住宅 長島町 簡易耐火２階建
２ＤＫ ３戸 １０,７００円～２２，６００円
３ＤＫ ２戸 １３，６００円～３２，５００円

鏡山住宅 大井町 ＲＣ造５階建 ２ＬＤＫ ２戸 １９，５００円～５１，８００円
梶ヶ平住宅 岩村町 木造平屋建 ３ＤＫ １戸 １０，５００円～１５，１００円
間洞住宅 山岡町 木造建２階建 ４ＤＫ ２戸 ２３，５００円～６２，３００円
滝坂ハイツ 明智町 ＲＣ造３階建 ２ＤＫ １戸 １７，２００円～４５，６００円

特公賃 松林住宅 串原 木造平屋建 ２ＬＤＫ １戸 ２０，０００円～５０,０００円
一般 ささゆり住宅 串原 木造平屋建 ３L ＤＫ １戸 ２５,０００円～６５,０００円
若者 平岩若者住宅 上矢作 木造平屋建 ２ＤＫ ４戸 １７,０００円
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